






















































































































関係者、タイの「Kantana Animation Studio Company, Ltd.」（以下「カンタナ」）、
フィリピンの「Toei Animation Phils.,Inc」(以下「東映フィリピン」)が対象
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「１回目は 1974年 4月 1日から 8月 3日まで、監督として「東紀動画」⑼で『マ
ジンガー Z』と『ゲッターロボ』の制作のために滞在した。2回目は 1975
年 8月 21日から 12月 29日までやはり「東紀動画」で『グレンダイザー』『カ





















































































































け入れるように新しく編成された」 (吉岡 2002、パラブリカ 2008) のである。
　「2001年にはこの合弁会社は東映アニメ－ションが資本を 100％出資する























































































































































































































アジアにおける日本のアニメーション産業の展開   　　
－アニメーションの国際共同制作からみえてくるもの－
　 　吉岡修（当時東映アニメーション専務取締役）2002年 11月 1日、2002
年 11月 8日、2003年 3月 20日、場所：東映アニメーション本社、発言
のメモをとる
　 　田宮武（前東映プロデューサー）、2003年 1月 29日（13－ 15時）、場所：
静岡、音声収録、発言のメモをとる
　 　「タツノコプロダクション」：吉田豊治（九里一平）（当時タツノコプロ
の取締役社長）2003年 5月 16日（11－ 12：30）、場所：東京「タツノコ
プロダクション」本社、音声収録、発言のメモをとる
　 　「株式会社マッドハウス」：岩瀬安輝（当時ジェネラル・プロデューサー）、
2002年 10月 23日（15－ 17時）、場所：東京「マッドハウス」本社、音
声収録、発言のメモをとる
　 　「株式会社サンライズ」：富岡秀行（プロデューサー、取締役製作部長）、
2002年 10月 9日（15－ 17時）、場所：東京「サンライズ」本社、発言の
メモをとる
⑹ 　「株式会社大元」：㩫㤇（チョン・ウク）（取締役社長）、2003年 3月 25日（13
－ 15時）、場所：ソウル「大元」本社、音声収録、発言のメモをとる
　 　「教育動画」：㥶㎇㤛（ユ・ソンウン）（元取締役会長）、2003年 3月 26日（13
－ 15時）、場所：ソウル・デバンドン、発言のメモをとる
　 　「株式会社ココエンタプライズ」：㩚ⳛ㡻（チョン・ミョンオク）（当時
取締役社長）2003年 3月 27日（13－ 14時）、場所：ソウル「ココエンタ
プライズ」本社、発言のメモをとる
　 　「DR Movie」：㩫㩫‶（チョン・チョンキュン）（取締役社長）、2003年 3
月 27日（16－ 18時）、場所：ソウル「DR Movie」本社、発言のメモをとる
　 　「Kantana Animation Studio Company, Ltd.」：オーラン・ウォンバデュ（Olarn 
Wongbandue）（元マネジャー）には 3回のインタビューを行なった。
　 　[1回目 ]　200６年 2月 1日、場所：タイ「カンタナ撮影スタジオ」発
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言のメモをとる
　 　[２、３回目 ]　2008年 1月 29日、2008年 1月 31日、場所：フィリピン、
マニラ、発言のメモをとる
























アジアにおける日本のアニメーション産業の展開   　　
－アニメーションの国際共同制作からみえてくるもの－
加価値のパートをしっかり押さえている」と言い、「日本のアニメ産業に
とって本当の脅威は３Ｄアニメの浸透である」（増田弘道　2004：205‐
207）と主張している。
引用・参考文献
アニメージュ編集部編（1989）『劇場アニメ 70年史』徳間書店
生明俊雄（2004）『ポピュラー音楽は誰が作るのか‐音楽産業の政治学』勁
草書房
大塚英志・大澤信亮（2005）『「ジャパニメーション」はなぜ敗れるか』角川
oneテーマ 21
桂敬一（1990）『現代の新聞』岩波書店
草薙聡志（2003）『アメリカで日本のアニメは、どうみられてきたか？』徳
間書店
久美薫（2004）『宮崎駿の仕事 1979～ 2004』鳥影社
高木経典・桂敬一（1979）『新聞業界』教育社
津堅信之（2005）『アニメーション学入門』平凡社新書
東方学園発行（2002）『映画・アニメ・ＣＭの全仕事』シンコー・ミュージッ
クMOOK
畠山けんじ・久保雅一（2000）『ポケモンストーリー』経済ＢＰ
不知火プロ編（2007）『妖怪人間ベム大全』双葉社
ポケモンビジネス研究会（1998）『ポケモンの秘密』小学館文庫
増田弘道（2007）『アニメビジネスがわかる』ＮＴＴ出版
宮崎駿（1996）『出発点 1979～ 1996』スタジオジブリ
宮崎駿 (2002)『泥まみれの虎宮崎駿の妄想ノート』大日本絵画
山口康男偏著（2004）『日本のアニメーション全史』TEN-BOOKS
ₖ㨂㡗（2002）『㞶┞Ⲫ㧊㎮㦖G㌆㠛㧊┺』╖㤦㝾㞚㧊
